
第１学年 算数科学習指導案
１組 計２７人（男子１２人 女子１５人）

指導者 林 えりか

１ 単 元 ひきざん（２）

２ 単元の目標

繰り下がりのある場合の減法の計算の仕方を，半具体物の操作，図，式などと対応させて考えよ

うとし，その計算が確実にできる。また，生活の中から減法が用いられる場面について考え，進ん

で式に表そうとしたり，式から減法の問題をつくったりすることができる。

３ 単元の評価規準

算数への
数学的な考え方

数量や図形についての 数量や図形についての

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

生活の中から減法が 既習の減法の考えを 減法の場面を式で表 （十何）－（１位数）

用いられる場面につい 使ったり，ブロックの し，（十何）－（１位 の減法で，繰り下がり

て考え，進んで式に表 操作などを行ったりし 数）の減法で繰り下が のある計算の意味や計

そうとしたり，減法の て，繰り下がりのある りのある計算ができ 算の仕方を理解してい

問題づくりをしたりし 場合の計算の仕方を考 る。 る。

ようとしている。 えている。

４ 単元について

(1) 単元の位置とねらい

これまでに子どもたちは，身の回りにある様々なものの個数を数えたり，具体物を半具体物に

置き換えて数えたりする活動を通して，６０までの数について，その大きさや順序，構成，読み，

表し方について理解してきている。また，２０までの数については，加法・減法の基礎となる数

の合成や分解を通して，一つの数をほかの数との和や差として見るなど，数についての感覚を豊

かにしてきている。さらに，１位数と１位数との減法については，減法が用いられる場面やその

意味について理解し，問題場面を式で表したり，問題づくりを通して式を読んだりすることがで

きるようになってきている。

これらを基に本単元の学習では，「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」

に着目しながら，繰り下がりのある減法の計算方法を考えることができるようにする。被減数や

減数に着目し，被減数を部分と部分に分解する減加法や，減数を部分と部分に分解する減々法な

どの計算方法を考えることで，１０のまとまりをつくることのよさに気付くことができるように

する。また，求補や求差の問題場面でも，数量の全体と部分に着目することで，計算の意味を理

解することができるようにする。さらに，問題づくりを通して，式を読み取ることで，減法の意

味理解を深めることができるようにする。

この学習で着目した「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」は，第２

学年で学習する加法と減法の相互関係について理解する学習につながっていく。

(2) 本単元を構成する学習内容と「基盤となる考え方」

第１学年「いくつといくつ」 第１学年「１０までのかず」

一つの数の合成や分解することを通して， ものの個数を比べようとするとき，１対１

数を構成的にみることができる。 の対応を付けることで，個数の大小や相等が

判断できる。

「 数量は，全体と部分で考える。」

「基盤となる考え方」

第１学年「ひきざん（２）」

（十何）－（１位数）の減法で，繰り下がりのある計算の仕方を考えるとともに，その計

算の意味や仕方を理解し，用いることができる。



(3) 子どもの実態（調査日 平成２５年９月１７日 調査人数 ２７人）

本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（ ）の数字は正答人数

【調査①】□にあてはまるかずをかきましょう。

ア １２は，１０と□。(27）イ １０と４で，□。（27）ウ １０と□で，１９。（27）

【調査②】つぎのけいさんをしましょう。

ア ７－２(27） イ ６－４(27） ウ ８－５(27） エ １０－６(27）

オ １０－７(26） カ １０－５(27） キ ８－０(26） ク ７－７(26）

ケ ０－０(26） コ ９－２(27）

【調査③】ブロック操作，立式（求残）

おりがみが９まいあります。５まいつかいました。なんまいのこっているでしょうか。

ブロック操作(24）立式（27）

【調査④】図，立式（求差）

いぬとねこでは，どちらがなんびきおおいでしょうか。

図(22）立式（23） （絵を提示）

【調査⑤】図，立式（求補）

りすが７ひきいます。おすは３びきです。めすは，なんび

きでしょうか。

図（16）立式(23）
本学級の子どもたちは，２０までの数についての合成や分解についてほとんどの子どもが理解

している（調査①）。また，１０以下の数についての減法の計算も，ほとんどの子どもができる（調
査②）。さらに，求残，求差の問題場面を理解し，ブロック操作や図，式で表すことができる（調
査③④）。しかし，求補の問題場面については，立式はできるが，図に表現することができない子
どももいる（調査⑤）。

５ 指導に当たって
(1) 「思考活動」を充実させる単元構想

本単元では，「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」に着目することで，「思

考活動」を充実させることができると考える。また，問題意識を連続させるために，一単位時間に

おける学習課題を考える際，減加法や減々法に気付きやすい問題場面を意識した場面設定を行う。

前時までの学習内容や発表シートを掲示することで，見通しをもって新たな学習問題の解決に取り

組むことができるようにする。

(2) 「思考活動」を充実させる他者との交流
授業の中で子どもたちは様々な場面で他者と交流をすることになる。ここでは一単位時間の過

程の中で，子どもたちに主にどのような交流を行わせていくのかについて述べていきたい。
「つかむ・見通す」過程では，解決方法について見通しをもたせるために，既習の計算方法を

想起させたり，関係付けたりする交流を全体で行わせる。その際，具体物やブロックを用いて，
繰り下がりのある減法の場面であることをつかむことができるようにする。

「調べる」過程では，自力解決後に，考えた計算の仕方について理解し合うために，自分の考
えを伝え合い，比較する交流をペアで行わせる。その際，ブロックや図，式などを指し示したり，
「１０のまとまり」「ばら」などの算数言葉を使ったりしながら説明させ，互いの考えの共通点
や相違点に気付かせるようにする。

「高め合う」過程では，考えた計算の仕方を練り上げていくために，関係付ける交流を全体で
行わせる。その際，ブロック操作や図，式，言葉を関連付けながら考えることで，共通点に気付
くことができるようにする。

「まとめる」過程では，「基盤となる考え方」について意識させるために，前時までの繰り下
がりのある減法の計算の仕方と共通している点を見付ける交流を全体で行わせる。その際，「数
量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」についての理解を深めるようにする。

(3) 「思考活動」を充実させる評価資料の工夫
単元を貫いている「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」を基に，ブ

ロック操作や図，言葉，式を関連付けながら減加法や減々法などの計算の仕方を考えることで，
繰り下がりのある減法の理解が深まっていくような単元を見通した評価資料を作成した。子ども
たちの考えを具体的に想定した表現（記述）例を元に，１０のまとまりに着目して繰り返し考え
ることで，子どもの考えの高まりを見取り，評価していく。

(4) 「思考活動」を充実させるＩＣＴ活用
「関係付ける」という「思考活動」で，子どもがブロック操作や図，言葉，式とを関係付ける

ことができるように書画カメラを活用する。電子黒板に実際にブロックを操作したり，ノートを
指し示したりする様子を提示することで，分かりやすい説明につながるようにする。



６ 問いを連続して解決する指導計画（全１２時間）

過程
○ 学習問題

子どもの意識

主な学習活動

◎中心となる「思考活動」

教師の指導・評価

◇ＩＣＴ活用

つ
か
む
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①

調
べ
る
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高
め
る
⑦

○ １２－９のけいさんはどの

ようにするのかな。

○ １３－８のけいさんのしか

たをおはなししよう。

○ ばらからさきにたべると

どんなけいさんになるのか

な。

○ １４－６のけいさんのしか

たをいろいろおはなししよ

う。

１ １２－９になる減法に

ついて，ブロックを操作し

て，答えの求め方を考え

る。 ◎比較する

２ １３－８の計算の仕方

について，ブロックや，図，

言葉を用いて考える。

◎ 関係付ける

３ １２－３の計算の仕方に

ついて，図やブロック，言

葉を用いて考える。

（本時３/１２）

◎ 関係付ける

４ １４－６の計算の仕方

について，ブロックや図，

言葉を用いて説明する。

◎関係付ける

○ ブロック操作を比較することで，減

加法や減々法などの計算の仕方に気

付くことができるようにする。

○ 繰り上がりのあるたし算と同じよ

うに，繰り下がりのあるひき算でも，

１０のまとまりをつくって計算して

いることに気付かせ，減加法の計算の

仕方について理解することができる

ようにする。

◇ 子どもの考えを提示する際，書画カ

メラを用いて，ブロック操作をした

り，ノートを指し示したりすること

で，分かりやすく説明するための言葉

や表現を考えることができるように

する。

○ 減々法が適用されるような生活の

場面を提示することで，減々法のよさ

に気付くことができるようにする。

また減加法と同じように，減々法で

も，１０のまとまりを作って計算して

いることに気付き，繰り下がりのある

ひき算の計算の仕方の理解を深める

ことができるようにする。

◇ 書画カメラを使って，ブロック操作

をしたり，ノートを提示したりするこ

とで，分かりやすく説明することがで

きるようにする。

○ これまでの減加法と減々法の考え

方を，ブロック操作や図，言葉で表現

し，１４－６の計算の仕方と関係付け

ることで，１０のまとまりをつくって

計算していることを理解させる。

重点評価項目

・ １０の部分から９を引い

たよ。

・ ばらから２取って，残り

の１を取ったよ。

・ １０のまとまりから取っ

たり，ばらから取ったりす

ると，計算することができ

るね。

一つの数をほかの数との和や差と

してみる見方を用いて，繰り下がりの

ある減法の意味や計算の仕方を考え

ることができたか。

【考え方：ブロック操作，発言】

・ １３を１０の部分と３の

部分に分けて，１０から８

を引くとできそうだよ。

・ ばらから引けないとき

は，１０のまとまりから引

けばいいんだね。

・ １０のまとまりから８を

引いて，残りの２とばらの

３をたすんだね。

・ お菓子は，ばらの方から

食べることがあるよ。

・ １０個入りの箱の方から

食べるか，ばらの方から食

べるかで，計算の仕方がち

がってくるね。

・ ３のうちの２を引いた

よ。残りの１は１０の部分

から引くとできそうだよ。

・ ばらから，先に食べるお

話も，１０のまとまりをつ

くってから，引いているん

だね。

アレイ図や言葉，ブロック操作，式

を関連付けながら繰り下がりのある

減法の計算の仕方（減々法）を考える

ことができたか。

【考え方：発言，図，ブロック操作】

・ １４を分けたり，６を
分けたりして，計算して
みよう。

・ １０から取ったり，ば
らから取ったりするど
ちらのやり方でもでき
たよ。

一つの数をほかの数との和や差と

してみる見方を用いて，繰り下がりの

ある減法の意味や計算の仕方を考え

ることができたか。

【考え方：ブロック操作，発言】
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振
り
返
る
④

○ ２つのかんがえをくらべよ

う。

○ すうじのはなをさかせよ

う。

○ ちがいをもとめるけいさん

はどのようにするのかな。

○ ひきざんのもんだいを，つ

くってみよう。

○ ひきざんかあどでげえむを

しよう。

○ いろいろなもんだいにちょ

うせんしよう。

５ １４－６の計算の仕方

を比べる。

◎比較する

６ 繰り下がりのある減法

の問題を考える。

◎推論する

７ 「ちがい」を求める減法

（求差）の場面について，

式に表し，答えを求める。

◎関係付ける

８ １２－５の式になる問

題をつくる。

◎統合的に考える

９・10・11 答えが同じにな

るカードを見付けるゲー

ムをする。

◎分類・整理する

12 これまでの学習を振り

返り，様々な問題を解く。

◎発展的に考える

○ ブロック操作や言葉，図で表現さ

れた減加法，減々法を比べることで，

それらの共通点や相違点を見付けさ

せ，説明することができるようにす

る。

○ １２－９，１２－８のように減数

が変わる問題や，１２－６，１３－

６のように被減数が変わる問題の答

えを予想することで，繰り下がりの

ある減法の習熟を図る。

○ 求差の問題場面で，全体から１対

１対応を付けた同じ数の部分を引く

ことで，違いの部分（多い部分）を

求めることができることを既習の学

習を生かして，考えることができる

ようにする。

○ 問題づくりを通して，減加法も

減々法も同じ減法であることを統合

的に考えることができるようにす

る。

○ カード取りなどのゲームを行うこ

とで，楽しみながら繰り下がりのあ

る減法の習熟を図ることができるよ

うにする。また，答えが同じになる

カードを順番に並べることで，被減

数や減数のきまりに気付くことがで

きるようにする。

○ 蓄積してきた発表シートや録画さ

れたブロック操作などを提示するこ

とで，これまでの学習を振り返った

り考えを深めたりすることができる

ようにする。

・ 答えが９のカードは，た

くさんあるね。

・ 答えが同じカードは前に

ある数が１大きくなると

後ろの数も１大きくなっ

ているね。

・ 全体からつないだ部分

を引くと，ちがいの部分

が見えるよ。

・ １０のまとまりから，

引いたほうが簡単だね。

・ このブロックの動きは，

ばらから先に取って１０

の部分をつくっているか

ら，ひくひく計算だね。

・ 他の問題にも，挑戦して

みたいな。

・ 図で比べると，青くぬっ

ている部分が違うね。

・ ブロック操作でも，言葉

でも，図でも，１０のまと

まりを作って計算してい

るところは，同じだね。

減加法・減々法をブロック操作や

図，言葉で表し，それらを関連付ける

ことで，共通点や相違点を見付け，説

明することができたか。

【考え方：発言，ノート】

・ 後ろにある数が１小さ

くなると，答えはどうな

るのかな。

・ １３－６は１２－６よ

り答えが一つ大きいね。 繰り下がりのある減法の計算がで

きたか。 【技能：ノート】

ブロック操作や図を用いながら，求

差の問題場面が減法になることを説

明することができたか。

【知・理：ブロック操作，発言，ノート】

・ 今度は，ばらから引く問

題をつくってみようかな。

生活場面を想起し，意欲的に問題づ

くりをしたり，繰り下がりのある減法

の計算をしたりすることができる。

【関・意・態：発言，ノート】



７ 本 時（３／１２）
(1) 目 標 （数学的な考え方）図や言葉，ブロック操作を関連付けながら，繰り下がりのある減法の計算の仕方（減々法）を考えることができる。

（2） 「思考活動」を充実させる他者との交流
○ どこから食べるかを図に表し比較することで，前時までと違うやり方があることに気付くことができるようにする。また減数のブロックの色の違いから，

なぜ３を２と１に分けたのかを考えることで，１０のまとまりに気付くことができるようにする。
は教師の言葉掛け は予想される子どもの反応 ◆ は重点評価項目 ◎は「思考活動」 ☆はＩＣＴ活用の留意点(3）展 開

過程 主 な 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応 教 師 の 指 導
１ 本時の学習課題を知る。 ○ 学習課題を提示する際，具体物を提示することで

減々法の考え方を実際の生活経験と結び付けて考え
ちょこれえとが １２こあります。３こたべると，のこりは なんこでしょうか。 ることができるようにする。

○ アレイ図に，食べた部分（減数）を青色にぬるこ
つ 今日のお話はどんな式になるかな。 「のこりは」ってあ 食べるお話はひき算だか とで，どこから３つ取るか自分の考えを表現できる
か るからひき算だよ。 ら，１２－３になるよ。 ようにする。
む ○ ２つのアレイ図を比べることで，既習の減加法と
・ みんなは，どこから食べるかな。食べるところをぬってみよう。 は違う計算の仕方があることに気付くことができる
見 ２ 学習問題を確認する。 ようにし，学習問題の焦点化を図る。
通 前の時間でしたみ チョコレートは，箱 ○ アレイ図を基に，ブロック操作を行う。その際，
す たいに１０のまとま があいている，ばらか １０のまとまりの部分とばらの部分のブロックの色

(12) りから，取ったよ。 ら先に食べるよ。 を変えておくことで，操作によって，減数の色が異
なることに気付くことができるようにする。

ばらから さきにたべると どんなけいさんに なるのかな。 ○ 自分の考えをペアで伝え合うことで，ブロック操
作と言葉をつなぐことができるようにする。

３ 解決の見通しをもつ。 ○ 算数コーナーに算数言葉や減加法の考え方を掲示
ブロックでしたら，できそうだな。 １０のまとまりから取る時は，１２を分けてい し，いつでも確認できるようにしておくことで，友

調 たけれど，今日も分けて考えるのかな。 達に分かりやすく説明したり，表現方法を工夫した
べ ４ 課題解決に取り組む。 りすることができるようにする。
る ◆ 問題場面をアレイ図やブロック操作，言葉，式
(7) で表し，それらを関係付けることで，繰り下がり

のあるひき算（減々法）の計算の仕方について考
えることができたか。

・ ペアで自分の考えを伝え合う。 【考え方：発言，ブロック操作，ノート】
高 ５ 課題解決の過程を話し合う。 ◎関係付ける ☆ 子どもの考えを提示する際，書画カメラを活用し
め 最初に，ばらから２個取って，その後に 式にすると，１２－２＝１０で，あ て，ブロックを操作したり，ノートを指し示したり
合 １０のまとまりからあと１個取ったよ。 と１個取るから，１０－１＝９だね。 することで，分かりやすく説明することができるよ
う うにする。

(16) どうして，３を２と１に分けたのかな。 ○ 「高め合う」過程で，１０のまとまりをつくるた
めに減数を分けていることに気付かせることで，繰

３を２と１にわけて，２ 前のやり方でも今 どっちのやり方も，１０を り下がりのある減法の計算の仕方について理解を深
を先に取ると，１０ができ 日と同じように１０ つくっているよ。 めることができるようにする。

ま るもん。 をつくったよ。 ○ 学習を振り返ることで，繰り下がりのある減法に
と は減々法と減加法があることを確認し，どちらも，
め ６ 本時の学習についてのまとめをする。 １０のまとまりをつくっていることや，それぞれの
る ばらをさきにひいて１０のまとまりをつくる。そして，１０のまとまりからまたひい よさについてさらに考えていこうとする次時への意

(10) て，けいさんするんだね。 欲を高めることができるようにする。
７本時の学習を振り返る。



第１学年算数科「ひきざん（２）」における評価資料
基盤となる考え方 数量は，全体と部分で考える。 評価方法 ブロック操作，発言，ノートの記述を基に評価する。

重 点 評 価 項 目（１／１２） 重 点 評 価 項 目（３／１２） 重 点 評 価 項 目（５／１２）

一つの数をほかの数との和や差としてみる見方を
用いて，繰り下がりのある減法の意味や計算の仕方を
考えることができる。

アレイ図や言葉，ブロック操作，式を関連付けなが
ら繰り下がりのある減法の計算の仕方（減々法）を考
えることができる。

減加法・減々法をブロック操作や図，言葉で表し，
それらを関連付けることで，共通点や相違点を見つ
け，説明することができる。

評 価 の 観 点（１／１２） 評 価 の 観 点（３／１２） 評 価 の 観 点（５／１２）

ア 被減数の１２を１０と２に分けたり，減数の９を
２と７に分けたりして，１０のまとまりをつくるこ
とができることをブロック操作を基に考えること
ができる。

イ 繰り下がりのある計算の仕方を，ブロックを操作
しながら分かりやすく表現することができる

ア 減数の３を２と１に分けて，被減数の１２から２
をひくことで，１０のまとまりをつくることができ
ることをブロック操作を基に考えることができる。

イ 減々法を，アレイ図を基に，ブロック操作や言葉，
式を用いて分かりやすく表現することができる。

ア 減加法と減々法における，１０のまとまりからひ
くという共通点や，分ける数という相違点をブロッ
ク操作や言葉，図を関連付けながら考えることがで
きる。

イ 減加法と減々法をブロック操作や言葉，図を用い
て説明することができる。

表 現（記 述）例（１／１２） 表 現（記 述）例（３／１２） 表 現（記 述）例（５／１２）

① 数えひき

１２から，１，２，３…と数えて９個取ると残り

は３個です。

② 減加法の説明

１２から９をひくために

は，１０のまとまりから，９

個ひきます。すると，残りは

３個です。

③ 減々法の説明

１２のばらの２個を先に

取って，１０のまとまりか

ら，あと７個を取ると，残

りは，３個になります。

① ブロック操作の説明

ばらの２個の，チョコ

レートから食べるから，最

初にばらの２個を取りま

す。すると，１０のまとま

りだけになります。あと１

個食べるから，１０のまと

まりから，１個取ります。すると，残りは，９個に

なります。

② 式での説明

最初に２個とるから， １２－２＝１０になりま

す。その１０からまた１をひくか

ら１０－１＝９になって，残りは

９になります。

○ 同じところや違うところはどこかな。

① ブロックを用いて

ひくたす計算は，とった数が

全部黄色で，ひくひく計算はと

った数が白色と黄色になってい

るところが違います。でも途中

でどちらも１０のまとまりをつ

くっているのは同じです。

② 図と言葉を用いて

ひくたす計算は１４を分け

ているけど，ひくひく計算は

６を分けているところが違い

ます。でも，１０のまとまり

をつくっているのは同じです。

評価を生かした指導（１／１２） 評価を生かした指導（３／１２） 評価を生かした指導（５／１２）

○ 自分のブロック操作を友達に分かるように説明
ができるように言葉掛けを行う。

○ 算数コーナーに繰り上がりのあるたし算で用い
た考えを掲示することで，「１０のまとまり」に着
目して考えることができるようにする。

○ 十の位を黄色，一の位を白色のブロックで最初に
おくことで，どこから取ったか，分かるようにする。
そのことで，自分の考えを明確にもつことができる
ようにする。

○ １２から９をひく方法を教師と共にブロック操
作を行いながら，確認することで，理解することが
できるようにする。

【算数言葉】「１０のまとまり」「ばら」

○ 図やブロック操作，言葉を関連付けながら説明が

できるように言葉掛けを行う。
○ 算数コーナーに繰り上がりのあるたし算で用い
た考えや，減加法の考え方を掲示することで「１０
のまとまり」に着目して考えることができるように
する。

○ 減々法について，教師と共にブロック操作を行い
ながら確認することで，理解することができるよう
にする。

【算数言葉】「１０のまとまり」「ばら」

○ ブロック操作や図，言葉，式を関連付けて説明が

できるような言葉掛けを行う。

○ １０のまとまりが意識できるように，「どうして

６を４と２に分けたの。」などの言葉掛けを行う。

○ 黒板に提示してあるブロック操作，図，言葉を参

考に，減加法と減々法の共通点や相違点に気付くこ

とができるようにする。

○ 「図を見て，同じ所はないかな。」など，１０の

まとまりに着目できるような言葉掛けを行う。
【算数言葉】「１０のまとまり」「ばら」「分ける」

「ひくたす計算」「ひくひく計算」




